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平
成
十
三
年
度
日
本
医
師
連

盟
収
支
決
算
案
は
酒
井
会
計
責

任
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
参
議

院
議
員
選
挙
が
七
月
に
挙
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
比
例
区
に
武

見
候
補
を
持
つ
日
医
連
と
し
て

は
、
支
援
活
動
に
対
す
る
経
費

支
出
、
特
別
会
費
の
納
入
な
ど

収
入
、
支
出
の
動
き
が
多
く
拡

大
し
た
。

収
入
の
う
ち
会
費
に
あ
た
る

負
担
金
は
一
四
億
八
四
二
二
万

円
、
特
別
会
費

(

前
年
賦
課)

は
二
億
四
〇
〇
万
余
円
、
繰
越

金
四
億
二
一
四
九
万
余
円
、
収

入
合
計
二
一
億
九
八
二
万
余
円

で
あ
る
。

支
出
は
、
人
件
費
、
備
品
消

耗
品
費
、
事
務
所
費
等
の
経
常

経
費
に
つ
い
て
は
人
件
費
の
増

は
あ
る
が
、
前
年
よ
り
七
三
〇

万
円
の
減
と
な
っ
た
。
政
治
活

動
費
の
う
ち
組
織
活
動
費
は
、

交
際
費
、
渉
外
費
の
増
は
あ
る

が
、
三
四
〇
万
円
減
、
選
挙
関

係
費
、
調
査
研
究
費
は
四
〇
万

円
減
、
機
関
誌
発
行
費
が
対
前

年
一
四
八
二
万
円
増
で
あ
る
。

寄
附
交
付
金
で
は
寄
付
金
が
選

挙
年
等
か
ら
五
六
〇
〇
万
増
加

し
、
交
付
金
も
一
億
一
六
六
〇

万
円
の
増
加
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
収
入
、
支
出
差

額
は
一
億
七
七
五
九
万
余
円
と

な
っ
た
。

な
お
、
過
年
度
負
担
金
未
収

額
の
解
消
の
努
力
は
続
け
ら
れ

て
い
る
が
、
年
度
末
で
三
億
八

千
万
余
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
収
支
報
告
書
は
六
月
に

総
務
省
に
提
出
し
、
承
認
さ
れ

て
い
る
。

議
題
と
し
て
提
案
さ
れ
た
十

五
年
度
の
負
担
基
準
額
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
二
万
円
と
し
て

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

負
担
基
準
に
伴
う
納
入
に
つ

い
て
は
、
都
道
府
県
医
連
の
負

担
と
な
る
立
替
え
を
少
な
く
し
、

十
五
年
度
の
方
針
は
寄
付
金
を

減
ら
し
、地
方
交
付
金
を
増
や
す
。

日
本
医
師
連
盟
は
、
昨
年
九

月
に
参
議
院
選
の
反
省
も
含
め

て
各
県
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
に
よ
る
作
業
討
議
を

経
て
新
活
動
指
針
を
決
定
し
て

十
月
か
ら
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
指
針
は
前
号
に
掲
載
し
た
が

具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
各
県

一
名
を
推
薦
す
る
医
政
活
動
推

進
委
員
会
を
設
置
し
て
坪
井
委

員
長
の
指
揮
の
下
に
医
政
活
動

の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

各
都
道
府
県
医
師
連
盟
に
も

支
部
を
設
置
し
て
活
動
す
る
。

若
手
医
師
会
員
の
研
修
制
度

を
発
足
さ
せ
、
選
挙
区
ご
と
に

二
名
を
推
薦
さ
せ
る
。

こ
の
指
針
に
つ
い
て
協
力
を

求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

鳥
取
県
医
師
連
盟
で
は
、
報
告

期
限
も
あ
り
、
委
員
長
と
執
行

委
員
会
議
長
、
地
区
委
員
長
と

の
協
議
に
よ
り
次
の
各
氏
を
委

嘱
し
た
。

活
動
委
員

岡
本
公
男

若
手
医
師
会
員

宮
�
博
実

清
水
正
人

神
鳥
高
世

野
坂
美
仁
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日
本
医
師
連
盟
は
平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日
に
執
行
委

員
会
を
開
催
し
、
当
面
の
医
療
制
度
構
造
改
革
が
、
患
者
負

担
増
加
等
の
新
た
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
凍

結
を
求
め
る
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
三
年
度
決
算
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
す
る
と

と
も
に
、
平
成
十
五
年
度
負
担
基
準
を
決
定
し
た
。
鳥
取
県

医
連
か
ら
は
大
石
副
委
員
長
、
栗
原
議
長
が
出
席
し
た
。
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平
成
十
五
年
は
統
一
地
方
選

挙
の
年
で
あ
り
、
本
件
で
も
知

事
選
挙
、
県
議
選
、
米
子
市
長

選
等
が
相
次
い
で
挙
行
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
情
勢
に
対
す
る
方

針
の
決
定
、
平
成
十
五
年
度
の

活
動
方
針
及
び
予
算
案
に
つ
い

て
協
議
す
る
執
行
委
員
会
を
次

の
日
程
で
開
催
す
る
。

日
時

３
月
６
日
15
時
15
分

場
所

鳥
取
県
医
師
会
館
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三三
割割
自自
己己
負負
担担
凍凍
結結
へへ

県県
議議
会会
へへ
請請
願願

日
本
医
師
会
及
び
日
医
連
は

被
用
者
保
険
三
割
自
己
負
担
の

実
施
凍
結
と
高
齢
者
の
自
己
負

担
軽
減
等
の
実
現
を
目
指
し
て

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
看

護
協
会
と
の
共
同
行
動
を
展
開

し
て
お
り
、
傘
下
の
団
体
に
も

呼
び
か
け
て
い
る
。

県
内
で
も
四
師
会
と
し
て
は

初
め
て
の
共
同
行
動
と
し
て
新

聞
へ
意
見
広
告
を
行
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
一
月
三
十
日

に
は
四
者
会
長
の
連
名
で
、
医

療
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
請
願

書
を
県
議
会
自
民
党
議
員
の
紹

介
に
よ
り
石
黒
県
議
会
議
長
へ

提
出
し
た
。

要
旨
は
、
政
府
が
聖
域
な
き

構
造
改
革
の
名
の
も
と
に
進
め

て
い
る
医
療
制
度
改
革
は
国
民

に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
も
の

で
あ
り
、
保
険
財
政
の
展
望
は

好
転
し
て
い
る
。
直
ち
に
三
割

負
担
は
必
要
な
い
。
三
割
負
担

の
実
施
凍
結
と
高
齢
者
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
政
府
へ
の
意
見

書
の
提
出
を
要
請
す
る
も
の
。

な
お
、
こ
の
請
願
書
は
二
月

十
七
日
開
会
の
県
議
会
で
討
議

さ
れ
、
三
月
上
旬
に
取
扱
い
が

決
定
さ
れ
る
。
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執
行
委
員
会
開
催

予
算
、
選
挙
対
策


